
　当町の北側に位置する成田空港は、昭和53年の開港以来、航空需要の拡大や航空ネットワークの強化など
に伴い、第2ターミナルやB滑走路の供用、近年では、LCCの拠点となる第3ターミナルの完成など、日本を
代表とする国際拠点空港として成長を続けています。

　平成30年3月には、滑走路延伸や新設などをはじめとする「成田空港の更なる機能強化」の実施が合意されま
した。令和元年10月には、A滑走路の夜間飛行制限が変更されました。（※）
　さらに令和2年4月には、新たな滑走路に伴う騒音区域として、騒防法第1種区域が、同年10月には隣接区域
が指定され、指定された区域では住宅防音工事助成制度の受付が開始されました。

　また、空港周辺の新たな滑走路建設予定地では、埋蔵文化財調査などの各種現地調査が始まり、令和3年12
月には、成田国際空港㈱から滑走路延伸や新設などの整備計画の概要が示されました。

　「成田空港の更なる機能強化」は、中長期的な航空需要に対応するため、令和10年度末の完成に向けて事業
が進められています。

※ A滑走路夜間飛行制限の変更 ＝ 従来、午前6時から午後11時までの運用時間が午前6時から午前0時までと
1時間延長されました。

　詳しくは、成田空港の更なる機能強化ホームページ「成田空港の明日を、いっしょに」

をご覧ください。

　また、昨年12月に成田国際空港㈱から発行された「成田空港の更なる機能強化 滑走
路整備計画の概要について」のパンフレットが必要な方は企画空港課空港班までお問

い合わせください。
「成田空港の明日を、
いっしょに」
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《成田国際空港の新たな滑走路建設予定地》

成田市

多古町

芝山町

※B滑走路の延伸及びC滑走路の整備については、東関東自動車道及び圏央道を含む道路等に多大な影響を与えるため、今後、関係者と協議・検討していくことが必要です。

※1,000haと大規模な敷地拡張となるため、展開候補地については、今後、関係者と協議・検討していくことが必要です。
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横芝光町は、これまでもこれからも安全・安心なまちづくりを推進するため、
住環境の保全をはじめとした環境対策に努めるとともに、成田空港との共生共
栄を図り、町の活性化に取り組んでまいります。

次号は、成田国際空港周辺対策交付金を活用した「東陽病院の医療機器整備」をお伝えします。

　成田国際空港㈱から交付される「成田国際空港周辺対策交付金」は、公共施設や教育施設等の整備や道路
などのインフラ整備、生活環境の改善を行う事業などに活用され、町にとって貴重な財源の一つとなって
います。
　成田国際空港周辺対策交付金は、4つの枠で構成されています。

①普通交付金・②特別交付金
　従来から交付されており、町が航空機騒音対策として実施している「個人（世帯）への補助」や「地区へ

の補助」をはじめ、航空機の騒音障害防止等に関わる事業だけでなく、学校や公共施設の整備、町道の

整備などに活用されます。

令和4年度当初予算額：13億円
※令和4年度一般会計予算総額　約115億円の約10％

令和2年度決算額：13.3億円　令和元年度決算額：4.9億円

成田国際空港周辺対策交付金

　成田空港の更なる機能強化に伴い、成田国際空港周辺対策交付金の算定方法の見直しと令和2年4月1日に指定さ
れた騒音区域の拡大により、成田国際空港周辺対策交付金が増額されました。令和2年度からこれまでの普通交付金、
特別交付金に加え、地域振興枠・A滑走路特別加算金が新設され、騒音対策の充実だけでなく地域活性化策の推進
など、より良いまちづくりができるようになりました。

　成田国際空港㈱から交付されている成田国際空港周辺対策交付金の活用について、町公式ホームページで公表
しています。

今回は、成田国際空港周辺対策交付金の枠組みをお伝えします。

成田空港の更なる機能強化により、これまで以上に町と成田空港との関係が密接となることから、成田

国際空港㈱から交付される「成田国際空港周辺対策交付金」を、町ではどのように活用してきたのか、ま

た今後どのように活用していくのかなどを紹介します。

問企画空港課空港班　☎84－1279

令和2年4月より新設

③地域振興枠
　令和2年度から新設された交付金の枠で、
従来からの使途を拡大し、「教育」「医療」「福
祉」その他、地域振興を目的とした事業に活
用されます。
（住宅取得奨励金や給食費負担金助成金など
幅広く活用）

④A滑走路特別加算金
　2019年冬ダイヤ（令和元年10月27日から）か
らA滑走路の夜間運用時間が1時間延長され
たことに伴い、新設された交付金で、これか
ら建設されるC滑走路（3本目の滑走路）が完
成し、利用開始されるまでの間、A滑走路に
係る環境対策事業に活用されます。
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